
対談「裁判員制度を語る」 

 

 

 

大野  

本日は，お忙しいところ，最高裁判所へおいでいただき，ありがとうございます。  

辰巳  

今日は，最高裁判所の大法廷，図書館，大ホールなどを初めて見せていただきまし

た。大ホールは，音響効果もすばらしく，私の所属する合唱団の公演に使わせていた

だきたいくらいです。だれに頼めばよいのでしょうか（笑）。  

大野  

辰巳さんは，俳優としてはもちろんのこと，テレビ番組の進行役やクイズの解答者な

ど，幅広くご活躍しておられますよね。  

辰巳  

学生時代からの楽しみでやっていた芝居を仕事にできることは，ありがたいことです。

仕事の幅を広げると，趣味がどんどんなくなってしまうということになってしまっていま

すが（笑）。 

俳優 
辰巳琢郎 

最高裁判所事務総局刑事局長（判事） 
大野市太郎 



ところで，今回，「裁判員制度」ができたと伺いましたが，「陪審制度」という名称になら

なかったのは，なぜですか。  

大野  

一般国民が司法に参加する制度として，アメリカやイギリスで採られている「陪審制

度」やヨーロッパの一部の国などで採られている「参審制度」がありますが，「裁判員

制度」は，これらの制度と違う特徴を持っているからです。「陪審制度」では，有罪か

無罪かを一般国民から選ばれた陪審員だけで決めて，有罪となれば裁判官が量刑

を決めることになります。これに対して，「裁判員制度」では，有罪無罪と量刑を，一般

国民から選ばれた裁判員が裁判官と一緒に議論しながら結論を出すことになります。

「参審制度」も，一般国民が裁判官と一緒に有罪無罪と量刑を決めるので，裁判員制

度と似ています。しかし，参審員は各種団体の推薦等により選ばれたり，任期制であ

ることが多いのに対して，裁判員は無作為に選ばれ，事件ごとに選ばれるという違い

があります。また，裁判員制度では，法律問題は，裁判官だけで判断されることにな

っている点でも，通常の参審制度と違うということができます。このように，裁判員制

度は，陪審制度や参審制度と似ているところもありますが，我が国独自の制度という

ことができるでしょう。裁判員制度が始まると，辰巳さんが裁判員に選ばれることもあ

り得ますよ。  

辰巳  

裁判員になると，被告人に顔がばれてしまいますよね。被告人を有罪にしたら，恨ま

れてしまうのではないかという怖さがあるように思います。変装したら駄目なんですか

（笑）。  

大野  

海外では，事件によっては，ごく例外的に，陪審員や参審員の顔を見られないように

するところもあると聞いていますが，我が国において，そのような措置がとれるかとな

ると，難しいところがあるかもしれません。ただし，結論を決めるにあたり個々の裁判

員がどのような意見を述べたかなどが明らかにならない仕組みや，裁判員の住所な

どの個人情報が公にならないような仕組みは，きちんととられています。また，裁判員



らに危害が加えられるおそれのある事件については，裁判員の参加する裁判の対象

から除外されることもあります。  
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あなたは，裁判員になりますか？ 

大野  

ある新聞社の行ったアンケート調査では，自分が裁判員になりたくないと考える人が

約７割もいるという結果が出たようです。なりたくないと考える理由としては，判断する

自信がないというものも相当数あるようです。  

辰巳  

そのようなアンケート結果は，正直，日本人的だなという感じがしますね。日本人の国

民性として，裁判に対して縁遠いというか，避けたいというか，そういう感覚があるの

でしょうね。イメージからすると，アメリカでは，判断に自信がないという理由は出てこ

ないような感じがします。  

大野  

これまで，裁判というものは，法律家だけで扱っているもので，非常に分かりにくいと

いうイメージがあったように思います。裁判官も裁判員に分かりやすく説明するし，検

察官や弁護人にも分かりやすさを心がけてもらって，判断するための材料は分かりや

すく出しますよ，というようにしていけば，きっと国民の皆さんの不安を取り除くことが

できるのではないかと考えています。  

辰巳  

裁判員の参加する事件では，死刑とすべきかどうかが問題となるものもあるわけでし

ょう。その辺りが，参加する裁判員にとって，一番つらいところだと思いますね。それこ

そ，死刑制度に賛成か，反対かということにもなるでしょうし。  

大野  

確かに重い負担だと思いますが，裁判員の方から，いろいろな意見を出してもらって，

裁判官と一緒に皆で議論して，一番良い結論を出すことができれば，裁判員制度が

導入された本当の意味があるといえるでしょう。  

辰巳  

非常に重い役割ですよね。だれも自分で手を下したくないですからね。犯人を死刑に

すべきと思っても，自分が決めて死刑になってしまうとなると，ちょっと考えてしまう，と



いう人もいるのではないでしょうか。法廷で，被告人本人が目の前にいるわけですか

ら，結構厳しいですよね。  

大野  

法廷には，被告人だけではなく，被害者側の人，すなわち被害者本人や遺族の方も

います。我々としては，常に，被告人側と被害者側双方の納得のいくような判決という

のを心がけています。我々裁判官も，非常にやりがいを感じて裁判をやっていますが，

国民の方に仕事の内容を十分知っていただければ，意気に感じて裁判員となってい

ただけるのではないかと考えております。  

辰巳  

裁判員は，裁判官と一緒に議論して判断するということで，少しは救われるところが

あるようにも思いますね。  

 

 

裁判の現場に参加 

 

辰巳  

裁判員になることは，国民のある種の義務に

なるわけですね。  

大野  

そうです。  

辰巳  

そういう義務というか，社会あるいは国に対

する感覚が特に若い人には薄れてきている

ように思います。若いうちに裁判員の経験を

するのは，良い勉強になると思いますね。学

生，特に法学部の学生が裁判員になると単位がもらえるとしてもよいのではないでし

ょうか（笑）。  

 

 



大野  

最近の法学部では，法廷傍聴が単位に加算されるという制度もあるようですよ。だか

ら，夏休みになると，傍聴席に大学生がずらっと並んだりするんです（笑）。  

辰巳  

裁判に限らず，国あるいは社会のことに関して無関心な人が多すぎるように思います。

何となく，お上のすることは否定しないとか，あまり近寄りたくないというか。本当は，

自分が責任を果たさなくてはいけないという考え方を持たないと駄目なんでしょうね。

裁判の現場に参加できる裁判員制度は，そういう意味では，良い制度と思いますね。  

大野  

現在でも，国民が刑事司法に参加する制度として，検察審査会制度というのがありま

す。一般の国民から無作為に選ばれる検察審査員も，選ばれた当初はやりたくない

という人が圧倒的に多いようですが，実際に経験すると，やってよかった，自分たちで

判断することができるという感想を持たれる方が多いようです。  

辰巳  

国民の負担感を軽減するためには，日当の額も重要になるのでしょうね。裁判員にな

ったら，税金が安くなるとか（笑）。実際問題として，時間がなかなかとれないという人

もいるでしょうしね。 



裁判官はエキストラ？  

 

大野  

ところで，辰巳さんは，テレビドラマでは，裁判ものに多数出演されておられますよ

ね。  

辰巳  

はい。私は，弁護士役も検察官役もやったことがあります。傍聴人の役も経験してい

ますし，被告人の役もやったことがありますね。しかし，裁判官役はやったことがない

ですね。  

大野  

裁判官は，検察官や弁護人と比べると，

なかなかドラマの主役になりにくいイメ

ージですよね。  

辰巳  

そうですね。ドラマでは，裁判官役はエ

キストラに演【や】ってもらうことが多い

ですね。その中の見栄えのいいおじさ

んに法服を着せて座ってもらうという感

じで（笑）。そして，たいていぬれ衣を着

せられたヒロインがいて，弁護人と検

察官が対決するところがメインで，裁判官は，冒頭のところとか，最後の判決のところ

にちょっと出てくるだけというパターンですね。やはり，実際の裁判でも，裁判官は，法

廷ではあまり話をしないのですか。  

大野  

裁判官は，法廷のいわば司会者ですから，しゃべりますよ。もっとも，法廷では，検察

官や弁護人が質問する時間の方が長いというのは事実です。裁判官が話をするの

は，主に裁判官室の中なのです。３人の裁判官で事件を扱う場合，裁判官は，裁判

官室で，一緒に議論して結論を出すのですが，この議論は，相当熱の入ったものとな



ります。その場面をビデオに撮って放映するわけにはいかないのが残念なくらいです。

裁判員の方は，裁判官と一緒に議論することになりますから，議論の熱の入り様に驚

かれるかもしれませんね。裁判員制度が導入されると，テレビドラマの中のしゃべらな

い裁判官というイメージは，変わっていくかもしれませんね。  

 

裁判員制度は，裁判官のベールをはがす？ 

 

辰巳  

裁判官は，絶対情に流されず，普段のつきあいで

も自分を律する非常に高邁【こうまい】な人というイ

メージがありますが，実際，どうなのでしょうか。  

大野  

裁判官は，日常生活では，スーパーに買い物にも

行くし，満員電車で通勤していますし，ごく普通の

生活を送っています。  

辰巳  

裁判官の方は，「私は，裁判官です。」という顔をし

て街を歩きませんよね。政治家の方たちと違って（笑）。そういえば，私の所属する合

唱団に，最近，裁判官が１人参加されることになりました。  

大野  

裁判官の中にも，そういう趣味の会に入っている人は結構います。日常生活では，普

通の人と変わりませんし，人数も少ないから，世の中で目立たないところがあるかもし

れませんね。そのようなことから，これまで，裁判官というのは，なじみがないというか，

身近な存在という感じがあまりしないということがあったと思います。裁判員として裁

判所に来ていただければ，そういう素顔の裁判官像を分かっていただけると思いま

す。  

辰巳  



裁判員制度を通じて，裁判官をより身近な存在として感じられるようになると良いです

ね。  

大野  

そのとおりだと思います。本日は，貴重なお話をありがとうございました。  

辰巳  

ありがとうございました。  

 

 


